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商工会長会議開催
商工会中期マスタープランの推進
信州ビジネスサポートプラットフォーム設立
県女性連活動報告：こども経営塾
中小企業の新たな事業活動
商工会はいま−Vol.93　栄村商工会

経営ワンポイントアドバイス
　製品開発・技術開発による製造業の経営革新

法律ワンポイントアドバイス
　企業トラブルとコンプライアンス

この人に注目−Vol.97　佐久市望月商工会

伝言板
ふるさと紹介　Vol.7　信濃町商工会

信州匠選、全国商工会会員福祉共済（案内）
長野県商工会連合会のホームページ・E-mail アドレス
http://www.nagano-sci.or.jp/
shokoren@nagano-sci.or.jp

11月９日（土）～１月11日（土）
点灯時間：午後５時～午後10時

会場：箕輪町松島町道６号線「センターパークまつしま」

　期間中、毎週金・土曜日にはLIVE演奏を、最終日には、
空くじなしの大抽選会等を行います。来年は10周年の記念
事業を予定しています。皆様のお越しをお待ちしています。
写真：龍神T―MO（ドラゴンティーモ）　　箕輪町商工会

イルミネーションフェスタ★みのわ2013
「天竜川伝説～伊那谷の冬から春の風景～」



商工連ながの H25.11月号● 2

　

商
工
連
は
11
月
7
日
、
諏
訪
市
の
「
ホ
テ
ル

ぬ
の
は
ん
」に
お
い
て
商
工
会
長
会
議
を
開
催
し
、

県
商
工
労
働
部
の
太
田
部
長
並
び
に
、
今
年
度

よ
り
就
任
さ
れ
た
全
国
連
の
勝
野
専
務
理
事（
南

木
曽
町
出
身
）
を
講
師
に
お
招
き
し
盛
会
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
矢
﨑
会
長
よ
り
「
わ
が
国
経
済

は
回
復
基
調
に
あ
る
と
言
わ
れ
る
が
、
中
小
零

細
事
業
者
が
実
感
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
来
て
い

な
い
。

　

こ
う
し
た
中
、
3
月
の
臨
時
総
会
で
議
決
さ

れ
た
『
商
工
会
中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』
の
実

行
に
取
組
み
、
複
数
の
指
導
員
等
に
よ
る
組
織

的
な
支
援
、
多
面
的
な
支
援
を
行
え
る
よ
う
準

備
し
て
い
る
。

　

ま
た
商
工
連
で
は
、県
と
の
連
携
に
よ
り
『
事

業
引
き
継
ぎ
セ
ン
タ
ー
』
の
年
度
内
設
置
を
準

備
し
て
お
り
、
県
下
の
小
規
模
事
業
者
の
支
援

に
つ
い
て
引
き
続
き
県
と
の
連
携
を
強
め
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
来
年
４
月
か

ら
の
消
費
税
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、
専
門
部

署
を
設
け
て
、消
費
税
転
嫁
対
策
事
業
に
取
組
み
、

今
後
も
中
小
企
業
の
皆
様
方
が
経
営
環
境
の
変

化
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
支
援
事
業
に
取
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
商
工
会
運
営
、
経
営
改
善
普
及
事
業

に
貢
献
さ
れ
た
方
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

又
、
中
小
・
小
規
模
企
業
支
援
の
拡
充
強
化
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
進
め
る
べ
く
「
中
小
・

小
規
模
企
業
と
地
域
の
成
長
実
現
の
た
め
の
地

方
集
会
決
議
文
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
全
国
連
の
勝
野
専
務
理
事
よ

り
「
商
工
会
の
課
題
と
今
後
の
方
向
性
」

と
題
し
、
小
規
模
企
業
基
本
法
制
定
の
必

要
性
、
商
工
会
の
直
面
す
る
課
題
と
対
応

策
な
ど
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
太
田
県
商
工
労
働
部
長
か
ら
は

「
商
工
会
と
地
域
振
興
」
と
題
し
、
ご
自
身

が
こ
れ
ま
で
体
験
さ
れ
た
全
国
各
地
の
地

域
振
興
策
な
ど
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
、

大
変
有
意
義
な
商
工
会
長
会
議
と
な
り
ま

し
た
。

矢﨑会長あいさつ

勝野全国連専務理事講演太田県商工労働部長講演

関東経済産業局長表彰

長野県商工会長会議

商
工
会
長
会
議
開
催
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　商工会中期マスタープランの推進に際し、「商工会中期マスタープラン検証委員会」と、「商工会中期マスタープラン
推進委員会」を７月25日に開催し、設置しました。（名簿参照）
　商工連は、９月から10月にかけてステージⅡに係わる「概念」と「地域グループ編成」について各商工会の役員・職
員の皆さんの意見集約を県下各地14箇所で行ないました。

　
「
信
州
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
が
、
長
野
県
下
全
域

を
対
象
地
域
に
、
長
野
県
商
工
会
連
合
会
が
代
表
機
関
と
な
っ
て
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

　

九
月
二
日
付
け
で
関
東
経
済
産
業
局
に
、
平
成
二
十
五
年
度
中
小
企
業・

小
規
模
事
業
者
ビ
ジ
ネ
ス
創
造
等
支
援
事
業
の
推
進
母
体
と
な
る
「
地
域

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
の
商
工
会
、
商

工
会
議
所
（
一
部
を
除
く
）、
金
融
機
関
（
商
工
業
対
象
外
の
金
融
機
関
は

除
く
）
及
び
経
営
支
援
機
関
の
１
０
０
機
関
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
九

月
十
八
日
、
長
野
県
中
小
企
業
会
館
に
お
い
て
三
十
構
成
機
関
が
集
ま
り

設
立
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
推
進
す
る
小
規
模
事
業
者
ビ
ジ
ネ
ス
創
造
等
支

援
事
業
は
次
の
二
つ
で
す
。
こ
の
二
つ
の
事
業
は
、
Ｉ
Ｔ
ク
ラ
ウ
ド
を
活

用
し
た
支
援
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
ミ
ラ
サ
ポ
」
に
よ
り
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①�

Ｉ
Ｔ
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
及
び

情
報
活
用
事
業

②�

経
営
課
題
等
の
相
談
に
応
じ
る
専
門
家
派
遣
事
業

　

①
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
及
び
情
報
活
用
事
業
は
、「
ミ
ラ
サ
ポ
」
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttps://w

w
w
.m
irasapo.

jp/

か
ら
行
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。
こ

こ
か
ら
経
営
に
関
わ
る
情
報
を
得
た
り
、

補
助
金
の
情
報
取
得
や
補
助
金
の
電
子

申
請
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
会
員
登
録

を
行
う
と
経
営
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
に
参
加
出
来
、
幅
広
く
情
報
交

換
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

②
の
専
門
家
派
遣
事
業
は
、
今
回
設

立
し
た
「
信
州
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
が
支
援
し
ま
す
。

専
門
家
派
遣
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

経
営
指
導
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

商工会中期マスタープランの推進

長野県商工労働部経営支援課　内田課長あいさつ

商工会中期マスタープラン検証委員会委員名簿　（敬称略）
平成25年７月25日現在

役　名 氏　名 所属・役職

委 員 長 五味　光亮 商工連副会長、人事管理委員会委員長

副委員長 柏木　昭憲 商工連副会長、組織財政委員会委員長

委　　 員 樋口　一清 信州大学名誉教授

委　　 員 吉澤　　猛 県　産業政策課長

委　　 員 市川　武二 県市長会　事務局長

委　　 員 中村　　靖 県町村会　常務理事兼事務局長

委　　 員 本多　英一 全国商工会連合会　組織運営部長

委　　 員 羽毛田盛雄 商工連副会長、地域産業振興委員会委員長

委　　 員 鈴木　秀典 商工連副会長、共済事業運営委員会委員長

委　　 員 細野　邦俊 商工連　専務理事

委　　 員 小島　　薫 宮田村商工会　事務局長（推進委員会）

委　　 員 佐藤　豊一 小海町商工会　事務局長（推進委員会）

委　　 員 前島登志夫 高森町商工会　事務局長（推進委員会）

委　　 員 樋口　信雄 南木曽商工会　事務局長（推進委員会）　

委　　 員 原　　隆文 長野市商工会　事務局長（推進委員会）

委　　 員 山﨑　　猛 商工連　商工会支援グループ
チーフリーダー（推進委員会）

16人

商工会中期マスタープラン推進委員会委員名簿　（敬称略）
平成25年７月25日現在

役　名 氏　名 所属・役職

委 員 長 前島登志夫 高森町商工会　事務局長

副委員長 佐藤　豊一 小海町商工会　事務局長

副委員長 小島　　薫 宮田村商工会　事務局長

副委員長 樋口　信雄 南木曽商工会　事務局長 

副委員長 原　　隆文 長野市商工会　事務局長

副委員長 山﨑　　猛 商工連　商工会支援グループ
チーフリーダー

委　　 員 宮島　安彦 軽井沢町商工会　経営指導員

委　　 員 橋詰　克史 東御市商工会　経営指導員

委　　 員 今井　　毅 阿智村商工会　経営指導員

委　　 員 武居　保男 辰野町商工会　経営指導員

委　　 員 小林　　礼 安曇野市商工会　経営指導員

委　　 員 岡村　文雄 木曽町商工会　経営指導員

委　　 員 濵田　廣雄 飯綱町商工会　経営指導員

委　　 員 青木　隆典 坂城町商工会　経営指導員

委　　 員 今井由起子 佐久穂町商工会　補助員

委　　員 浅岡　スエ 阿南町商工会　補助員

委　　員 塚原亜希子 麻績村商工会　補助員

委　　員 桐山　恵利 信州新町商工会　補助員

18人

信州ビジネスサポートプラットフォーム設立



　

近
年
、
中
小
・
小
規
模
企
業
は
、
起
業
者
数

や
雇
用
者
数
が
大
幅
に
減
少
し
て
お
り
、
若
者

に
よ
る
起
業
・
創
業
の
促
進
、
人
材
の
確
保
な

ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
商
工
会
女
性
部
と
し
て
、
学
校
や
地

域
と
一
体
と
な
り
、
よ
り
多
く
の
子
供
た
ち
に

地
域
の
産
業
や
事
業
所
を
知
っ
て
も
ら
い
、
関

心
を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
、
県
下
4
地
区
で
こ

ど
も
経
営
塾
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

7
月
23
日
（
火
）、
小
海
小
学
校
3
年
生
32
名

が
町
内
の
パ
ン
店
「
高
原
の
パ
ン
や
さ
ん
」
で
、

パ
ン
づ
く
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
、

安
心
・
安
全
な
商
品
を
作
る
た
め
清
潔
さ
を
保

つ
工
夫
な
ど
を
学
び

な
が
ら
、
女
性
部
員

が
手
助
け
し
て
工
場

で
パ
ン
の
製
造
を
体

験
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
海
町
商

工
会
長
で
も
あ
る
経

営
者
の
品
田
宗
久
さ

ん
よ
り
、
商
工
会
が

取
り
組
む
地
域
活
性

化
事
業
や
経
営
の
苦

労
・
喜
び
に
つ
い
て

お
話
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

品
田
さ
ん
は
、
小

海
高
等
学
校
の
生
徒
等
と
協
力
し
て
実
施
し
て

い
る
事
業
を
紹
介
し
、「
小
海
町
の
こ
と
を
た
く

さ
ん
勉
強
し
て
、
大
き
く
な
っ
た
ら
こ
の
町
の

役
に
立
っ
て
」
と
呼
び
か
け
、
子
供
た
ち
は
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

7
月
30
日
（
火
）、

宮
田
小
学
校
5
・

6
年
生
16
名
が
複

合
施
設
「
オ
ヒ
サ

マ
の
森
」
で
お
仕

事
体
験
を
し
、
施

設
を
経
営
す
る
㈲

わ
が
家　

代
表
取

締
役　

大
石
ひ
と
み
さ
ん
よ
り
お
話
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。
大
石
さ
ん
は
「
会
社
っ
て
な
ん
だ

ろ
う
、
社
長
っ
て
ど
ん
な
人
？
」
と
題
し
て
起

業
の
思
い
を
語
り
、「
な
り
た
い
も
の
、
や
り
た

い
こ
と
を
ま
ず
見
つ
け
る
こ
と
。
願
い
続
け
努

力
を
惜
し
ま
な
い
こ
と
。
自
分
を
信
じ
る
こ
と
」

と
経
営
や
就
業
で
大
切
な
こ
と
を
子
供
た
ち
に

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
同
施
設
の
飲
食
店
、
生
活
雑
貨
販

売
店
、
惣
菜
製
造
、
福
祉
施
設
な
ど
に
分
れ
て

仕
事
に
取
り
組
み
、
接
客
な
ど
を
体
験
。
子
供

た
ち
は
、
お
客

様
の
「
あ
り
が

と
う
」
の
言
葉

に
笑
顔
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

　

8
月
7
日
（
水
）、

山
形
村
の
小
中
学
生
14

名
が
村
内
の
「
ミ
ラ
・

フ
ー
ド
館
」
で
そ
ば
粉

挽
き
な
ど
を
体
験
し
な

が
ら
、
企
業
経
営
の
魅

力
や
働
く
こ
と
の
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
ど
も
経
営
塾
は
「
そ
ば
屋
に
学
ぶ
！

や
ま
っ
ち
学
校
」（
や
ま
っ
ち
は
同
村
の
公
式

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
）
と
題
し
て
行
わ
れ
、
村
内
で

そ
ば
店
を
営
み
、
山
形
村
商
工
会
副
会
長
で
も

あ
る
林
和
男
さ
ん
に
講
師
を
務
め
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
は
、
石
臼
を
使
っ
た
そ
ば
粉
挽
き

な
ど
を
体
験
し
た
ほ
か
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
そ
ば
や
そ
ば
粉
を
使
っ
た
新
メ
ニ
ュ
ー
な
ど

を
考
案
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
様
々

な
ア
イ
デ
ア
が
飛
び
出
し
ま
し
た
。

　

林
さ
ん
は
、
そ
ば
打
ち
に
は
手
打
ち
と
機
械

打
ち
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
、「
経
営
に
正
解
は

な
い
。
自
分
が
経
営
者
だ
っ
た
ら
、
ど
ん
な
か

た
ち
で
お
客
さ
ん
に
喜

ん
で
ほ
し
い
か
考
え
て

み
て
ほ
し
い
」
と
話
し
、

子
供
た
ち
は
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

�

　

8
月
2
日
（
金
）、

飯
綱
町
内
の
小
学
6
年

生
9
名
が
村
内
の
「
サ

ン
ク
ゼ
ー
ル
」
で
お
仕

事
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
㈱
サ
ン

ク
ゼ
ー
ル　

代
表
取
締

役　

久
世
良
三
さ
ん
が
、

創
業
時
の
苦
労
や
事
業

拡
大
の
き
っ
か
け
な
ど

に
つ
い
て
お
話
く
だ
さ

り
、
子
供
た
ち
に
「
ピ

ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
。
ど

ん
な
困
難
な
と
き
も
自
分
を
信
じ
て
」
と
語
り

か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
店
で
の
接
客
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
製

造
、
ワ
イ
ン
ラ
ベ
ル
の
作
成
な
ど
の
体
験
を
行

い
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
「
お
店
の
人
に
『
作

業
が
早
く
終
わ
っ
て
助
か
っ
た
』
と
言
っ
て
も

ら
え
て
嬉
し
か
っ
た
。
ま
た
や
り
た
い
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
協
力
を
い
た
だ
い
た
経
営
者
の
皆
さ

ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
年
齢
も
業
種
も
異
な
り
ま
す

が
、「
子
供
た
ち
に
地
域
の
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
い
、
夢
を
も
っ
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
い

う
思
い
は
共
通
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
思
い
は
、
参
加
し
て
く
れ
た
子
供
た
ち

の
心
に
強
く
響
い
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

県
女
性
連
で
は
、
さ
ら
に
地
域
を
増
や
し
て
、

来
年
度
も
引
き
続
き
こ
ど
も
経
営
塾
を
開
催
し

て
い
き
ま
す
。

商工連ながの H25.11月号● 4

未
来
の
経
営
者
を
育
て
る
事
業
「
こ
ど
も
経
営
塾
」
を
各
地
で
開
催

おいしく焼けるかな

重労働だった石臼挽き

経営の苦労や喜びを話し
てくださった久世さん

ご自身が経営で大切にしている
ことをお話くださった大石さん

品田さんのお話に熱心に
耳を傾ける子供たち

意見を出し合い、新しい
商品を考える子供たち

職場の方の説明を熱心に
聞く子供たち

お仕事体験を終え、
充実感の溢れる笑顔

県女性連
　
東
信
地
区
・
小
海
町

　
南
信
地
区
・
宮
田
村

　
中
信
地
区
・
山
形
村

　
北
信
地
区
・
飯
綱
町
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株
式
会
社
ワ
カ
製
作
所
（
本
社
東
京
）
は

昭
和
33
年
に
、
若
林
製
作
所
と
し
て
創
業
。

昭
和
39
年
に
東
筑
摩
郡
麻
績
村
に
麻
績
工
場

を
建
設
。同
年
株
式
会
社
ワ
カ
製
作
所
を
設
立
。

昭
和
48
年
に
は
東
筑
摩
郡
明
科
町
（
現
在
の

安
曇
野
市
明
科
）
に
松
本
工
場
を
建
設
。
長

野
県
内
に
生
産
拠
点
を
置
き
ピ
ン
ジ
ャ
ッ
ク

の
生
産
販
売
を
開
始
。
昭
和
60
年
に
は
携
帯

型
カ
セ
ッ
ト
プ
レ
イ
ヤ
ー
用
モ
ー
タ
ー
コ
イ

ル
の
開
発
と
生
産
を
手
が
け
ま
し
た
。

　

半
世
紀
以
上
の
歴
史
の
中
で
培
っ
て
き
た

「
も
の
づ
く
り
」
へ
の
こ
だ
わ
り
と
ノ
ウ
ハ
ウ

を
基
礎
に
、
高
周
波
同
軸
事
業
、
デ
ジ
タ
ル

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
事
業
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
バ
ッ
テ
リ
ー
事
業
、
機
械
加
工
事
業
を
柱

に
幅
広
く
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る

製
品
を
ご
提
供
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

麻
績
工
場
で
は
同
軸
コ
ネ
ク
タ
や
ケ
ー
ブ

ル
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
卓
越
し
た
技
術
を

持
っ
た
作
業
者
に
よ
り
ひ
と
つ
ひ

と
つ
手
作
り
で
組
み
立
て
ら
れ
る

製
品
は
、
医
療
、
航
空
・
宇
宙
分

野
な
ど
高
精
度
、
高
信
頼
性
が
必

要
と
さ
れ
る
現
場
で
使
わ
れ
て
お

り
、
１
１
０
Ghz
対
応
ま
で
の
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
と
優
れ
た
高
周
波
特
性

に
よ
り
他
社
と
の
差
別
化
を
実
現

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
の
３
月
に
は
レ
セ

プ
タ
ク
ル
と
ア
ダ
プ
タ
で
高
周
波

同
軸
コ
ネ
ク
タ
で
は
日
本
発
と
な

る
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
（
宇
宙
航
空
研
究
開

発
機
構
）
認
定
を
取
得
し
ま
し
た
。
過
酷
な

条
件
下
で
行
わ
れ
る
い
ろ
い
ろ
な
試
験
を
パ

ス
し
た
製
品
は
高
い
信
頼
性
の
証
で
も
あ
り

ま
す
。
11
月
に
は
ケ
ー
ブ
ル
プ
ラ
グ
で
の
認

定
取
得
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

松
本
工
場
で
は
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
バ
ッ
テ

リ
ー
事
業
、
機
械
加
工
事
業
を
中
心
に
あ
ら

ゆ
る
加
工
機
を
設
備
。
設
計
、
試
作
、
部
品

加
工
か
ら
組
み
立
て
ま
で
一
貫
し
た
生
産
体

制
を
構
築
し
市
場
の
ニ
ー
ズ
に
素
早
く
対
応

し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
か
ら
信
州
衛
星
研
究
会

に
参
加
。
信
州
大
学
と
長
野
県
内
企
業
を
中

心
に
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
信
州
産
人
工

衛
星
「
ぎ
ん
れ
い
」
に
当
社
の
開
発
し
た
小

型
軽
量
大
容
量
の
バ
ッ
テ
リ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
が

搭
載
さ
れ
ま
す
。「
ぎ
ん
れ
い
」
は
来
年
２
月

の
打
ち
上
げ
を
予
定
し
て
お
り
、
現
在
も
過

酷
な
環
境
下
を
想
定
し
信
頼
性
、
耐
久
性
を

確
保
す
べ
く
研
究
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

企
業
理
念
の
「
日
本
の
も
の
づ
く
り
の
心

を
世
界
に
伝
え
、
安
心
安
全
で
豊
か
な
社
会

の
実
現
に
貢
献
す
る
」
の
基
に
、
確
か
な
品

質
と
信
頼
性
で
多
く
の
方
々
の
お
役
に
立
て

る
製
品
を
世
界
に
向
け
て
送
り
出
し
て
い
ま

す
。

JAXA 認定証を手に
統括工場長　清水毅彦氏

「ぎんれい」搭載のリチウムイオン
バッテリーユニット（モックアップ）

安曇野市商工会　麻績村商工会
　株式会社ワカ製作所　松本工場（安曇野市明科）　
　　　　　　　　　　　麻績工場（東筑摩郡麻績村）
　　　　　　　　　　　統括工場長　清水　毅彦  氏

中小企業の新たな事業活動

「航空宇宙ビジネスへの
　　　　　  確かな一歩」

「ぎんれい」の電源回りの配線を確認する
信州大学大学院生の福澤新さん(左)と社員の等々力修司さん（右）

JAXA認定を受けた高周波同軸コネクタ
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復
旧
か
ら
復
興
へ

　

平
成
23
年
3
月
12
日
震
度
６
強
に
見
舞
わ
れ

た
栄
村
。
村
内
事
業
所
で
は
事
務
所
や
店
舗
の

損
壊
、
地
盤
沈
下
、
商
品
の
破
損
な
ど
甚
大
な

被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
建
物
の
全
壊
等
で
廃
業
し
た
事

業
所
は
７
か
所
に
及
び
、
そ
の
う
ち
Ｊ
Ｒ
森
宮

野
原
駅
前
商
店
街
で
は
４
店
舗
が
全
壊
状
態
で

廃
業
し
ま
し
た
。
駅
、
役
場
、
高
齢
者
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
診
療
所
が
立
地
す
る
村
の
中
心

地
と
も
い
え
る
当
地
域
で
は
、
生
鮮
食
料
品
店

の
閉
店
で
、
高
齢
者
を
中
心
に
大
き
な
支
障
が

で
た
た
め
、
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
の
「
仮

設
施
設
整
備
事
業
」
に
よ
り
24
年
１
月
に
軽
量

鉄
骨
２
階
建
て
、
総
床
面
積
２
３
３
㎡
の
仮
設

店
舗
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
の
「
地
域
商
業
活
性
化
を
通
じ
た

被
災
地
支
援
事
業
補
助
金
」
を
活
用
し
て
、
仮

設
店
舗
オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
た
復
興
謝
恩
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
、
建
物
撤
去
後
の
駅
前
商
店
街
の

空
き
地
へ
、
絵
手
紙
の
大
型
パ
ネ
ル
を
4
か
所

設
置
し
ま
し
た
。

　

仮
設
店
舗
は
も
う
１
か
所
、
仮
設
住
宅
隣
接

の
集
会
所
内
に
も
設
置
さ
れ
、
村
か
ら
の
集
会

所
運
営
受
託
事
業
と
し
て
業
者
に
再
委
託
し
、

仮
設
住
民
の
移
転
と
と
も
に
昨
年
12
月
末
を

も
っ
て
そ
の
使
命
を
終
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
全
国
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
の

助
成
に
よ
る
「
商
店
街
災
害
復
旧
事
業
（
街
路

灯
修
復
）」、
全
国
商
工
会
連
合
会
に
よ
る
「
移

動
販
売
支
援
事
業
（
移
動
購
買
車
無
償
貸
出
）」、

村
の
助
成
に
よ
る
「
消
費
活
性
化
事
業
」「
利

子
補
給
事
業
」
な
ど
な
ど
様
々
な
場
面
で
各
方

面
よ
り
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
る「
村
づ
く
り
」

に
向
け
て
は
、
中
小
機
構
や
全
振
連
、
全
国
連

な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
制
度
を
利
用
す
る

な
ど
、
一
筋
の
光
明
を
求
め
て
ま
さ
に
暗
中
模

索
の
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

被
災
直
後
よ
り
県
下
商
工
会
は
じ
め
県
内
外

の
方
々
よ
り
多
く
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
。

　

財
政
支
援
、
人
的
支
援
、
販
路
開
拓
支
援
な

ど
様
々
な
お
心
遣
い
を
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、

何
と
か
会
員
も
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
て
い
ま

す
。

　

皆
様
か
ら
頂
き
ま
し
た
義
援
金
に
つ
き
ま
し

て
は
、
会
員
へ
の
見
舞
金
や
被
災
事
業
所
修
復

費
用
助
成
な
ど
個
々
へ
の
支
援
や
、
女
性
部
に

よ
る「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」や
駅
前
地
域
の「
ま

ち
な
か
絵
手
紙
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」「
ふ
れ
愛
ま
つ

り
」
な
ど
の
賑
わ
い
創
出
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
今
後
は
村
の
活
性
化
と
い
う
大

局
的
な
テ
ー
マ
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

復
旧
ま
で
は
様
々
な
方
の
お
力
添
え
に
甘
え

な
が
ら
過
ご
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
後
の

復
興
に
つ
い
て
は
自
ら
の
知
恵
と
汗
で
具
現
化

す
る
こ
と
こ
そ
が
、
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
皆

様
の
恩
に
報
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

ど
う
か
今
後
と
も
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ

き
た
く
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

栄村商工会

Shokokai
NOW!

北信 Vol.93

ご
支
援
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

 
商
工
会
は
い
ま
─

中小機構により設置された駅前仮設店舗

駅前の各店舗の店頭に飾られた絵手紙

建物撤去後の空き地に設置された絵手紙パネル
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ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
も
あ
り
明
る
さ
が
若
干
見
え
て
き
た

日
本
経
済
で
す
が
、
地
方
の
中
小
製
造
業
に
と
っ
て
は
ま
だ

ま
だ
厳
し
い
経
営
環
境
で
す
。
今
後
、
あ
る
程
度
の
円
安
が

定
着
し
て
も
、
新
興
国
と
の
競
争
は
激
し
さ
を
増
す
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
延
長
線
上
と
同
じ
や
り
方
は

限
界
に
き
て
お
り
、
今
、
求
め
ら
れ
る
の
は
創
造
性
を
発
揮

す
る
こ
と
で
す
。
具
体
的
に
は
、
独
自
の
新
製
品･

新
技
術

の
創
出
で
す
。
こ
れ
に
は
、
二
つ
の
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま

す
。「
価
格
競
争
か
ら
脱
し
て
利
益
率
の
ア
ッ
プ
が
可
能
」、

「
顧
客
へ
の
技
術
提
案
に
よ
る
自
社
の
存
在
感
発
揮
」
で
す
。

こ
れ
ら
は
売
上
・
収
益
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
経
営
革
新
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
企
業
を
廻
っ
て
み
る
と
、
こ
の
新
し
い

製
品
・
技
術
を
創
出
す
る
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
至
難
の
業
の

よ
う
で
す
。
あ
る
会
社
で
は
、
社
員
に
毎
月
ひ
と
つ
ア
イ
デ

ア
を
出
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
あ
る
会
社
で
は
、
良
い

提
案
に
対
し
金
一
封
の
報
奨
制
度
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

な
か
な
か
良
い
提
案
は
出
て
こ
な
い
の
が
実
状
で
す
。
開
発

の
キ
ッ
カ
ケ
と
な
る
“
ネ
タ
”（
か
な
り
優
位
性
が
あ
る
シ
ー

ズ
）
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

の
ネ
タ
を
見
つ
け
る
方
法
を
い
く
つ
か
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
（
１
）�

自
社
製
品
を
川
上
や
川
下
、左
右
に
展
開
し
て
み
る
。

　
　

�

①
川
下
製
品
（
自
社
製
品
が
組
み
込
ま
れ
る
製
品
）、

②
川
上
製
品
（
自
社
製
品
に
使
わ
れ
る
原
材
料
）、
③

水
平
展
開
（
自
社
製
品
の
類
似
製
品
）
※
右
図
参
照

（
ジ
ャ
ム
の
場
合
の
例
）　

　
　

※�

川
下
製
品
は
、
既
存
顧
客
と
競
合
す
る
事
が
あ
る
の

で
注
意
。

　
（
２
）
大
幅
な
低
コ
ス
ト
を
実
現
す
る
技
術
開
発
。

　
　

�

①
加
工
方
法
を
全
く
4

4

変
え
る
（
例
：
切
削
→
プ
レ
ス
）、

②
材
質
を
全
く

4

4

換
え
る
（
例
：
金
属
→
強
化
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
、
③
接
合
の
仕
方
を
変
え
る
（
例
：
ネ
ジ
留

め
→
は
め
込
み
式
）

　
（
３
）
従
来
の
ユ
ー
ザ
ー
や
使
用
方
法
を
変
え
て
み
る
。

　
　

�

①
男
性
用　

女
性
用
（
例
：
美
肌
化
粧
品
）、
②
食
べ

る　

飲
む
（
例
：
ウ
ィ
ダ
ー
イ
ン
ゼ
リ
ー
）

　
（
４
）
顧
客
ク
レ
ー
ム
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
る
。

　
　

�

①
改
良
し
て
新
た
な
機
能
を
加
え
る
、
②
形
状
を
変
え

る
、
③
材
質
を
変
え
る

　

次
に
、
資
源
の
乏
し
い
中
小
企
業
が
、
開
発
を
進
行
す
る

上
で
留
意
す
べ
き
点
を
幾
つ
か
挙
げ
ま
す
。

　
（
１�

）
外
部
資
源
を
上
手
に
活
用
す
る
こ
と
（
大
学
、
公

設
試
、
専
門
家
な
ど
）。
特
に
、
開
発
の
補
助
金
制
度

は
検
討
の
価
値
あ
り
。
今
回
の
も
の
づ
く
り
補
助
金

で
も
、
私
の
支
援
先
で
、
設
備
更
新
が
で
き
た
た
め
、

廃
業
を
取
り
止
め
、
会
社
を
続
け
る
こ
と
に
し
た
会

社
が
あ
り
ま
す
。

　
（
２�

）
事
前
調
査
は
キ
チ
ン
と
や
る
（
市
場
調
査
、
特
許

調
査
及
び
販
路
調
査
の
費
用
は
ケ
チ
ら
な
い
）

　
（
３�

）
自
社
の
シ
ナ
ジ
ー
が
活
か
せ
る
こ
と
（
例
：
既
存

販
売
ル
ー
ト
の
活
用
、
保
有
技
術･

設
備
の
応
用
）

　
（
４�

）�

共
同
開
発
の
場
合
、
契
約
内
容
を
よ
く
吟
味
す
る

（
開
発
製
品
は
顧
客
以
外
に
販
売
し
な
い
旨
の
契
約
を

結
ん
だ
た
め
に
、
顧
客
が
少
数
し
か
買
っ
て
く
れ
ず

困
っ
た
企
業
の
事
例
あ
り
）

　
（
５�

）
際
限
な
き
投
資
を
防
ぐ
た
め
、
予
め
進
退
を
評
価

す
る
時
期･

会
議
体
を
決
め
て
お
く
。　

以
上
。

ONE POINT ADVICE

経営

製
品
開
発
・
技
術
開
発
に
よ
る

　
　
　
　
　

製
造
業
の
経
営
革
新

～
“
開
発
の
ネ
タ
”
の
見
つ
け
方
～

中
小
企
業
診
断
士　美斉
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一
　
企
業
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因

　

�　

会
社
を
経
営
し
て
い
ま
す
と
残
念
な
が
ら
様
々
な
原
因

に
よ
っ
て
、
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
遇
し
ま
す
。
取
引
の
相
手

方
と
の
契
約
問
題
や
債
権
回
収
等
の
金
銭
関
係
等
外
在

的
な
も
の
か
ら
、
労
働
問
題
等
会
社
内
部
の
内
在
的
な

原
因
に
基
づ
く
も
の
ま
で
色
々
で
す
。
自
社
製
品
に
何

ら
か
の
欠
陥
が
あ
っ
た
場
合
や
販
売
方
法
に
問
題
が

あ
っ
た
場
合
は
、
自
社
内
部
の
問
題
が
消
費
者
と
の
ト

ラ
ブ
ル
を
招
い
た
も
の
で
、
内
在
的
な
問
題
が
外
部
と

の
ト
ラ
ブ
ル
を
招
い
た
も
の
で
し
ょ
う
。

　

�　

最
近
で
は
、
カ
ネ
ボ
ウ
化
粧
品
の
美
白
化
粧
品
で
肌
が

ま
だ
ら
に
白
く
な
る
「
白
斑
」
の
症
状
が
相
次
い
で
い

る
問
題
が
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
マ
ス
コ
ミ
報

道
に
よ
り
ま
す
と
同
社
は
平
成
23
年
10
月
に
初
め
て
顧

客
か
ら
症
状
に
つ
い
て
指
摘
を
受
け
、
そ
の
後
も
、
販

売
員
や
顧
客
、
医
師
か
ら
同
様
の
指
摘
が
相
次
い
だ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
自
主
回
収
を
決
め
た
今
年
７
月
ま
で

適
切
な
対
応
を
怠
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

件
に
つ
い
て
は
、
消
費
者
の
１
人
が
９
月
18
日
に
東
京

地
裁
へ
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
を
提
起
し
た
と
の
報
道
も

な
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
社
か
ら
調
査
の
委
託
を
受
け
た

弁
護
士
は
、
そ
の
原
因
に
つ
い
て
、
同
社
の
「
事
な
か

れ
主
義
」
が
被
害
を
拡
大
さ
せ
た
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い

ま
す
。

　

�　

こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
は
、
大
企
業
だ
け
の
問
題
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
中
小
企
業
で
も
、
発
生
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
だ
け
で
な
く
、
下
請
製
造

で
あ
れ
ば
、
製
品
の
製
造
ミ
ス
で
取
引
先
へ
の
信
頼
を

失
う
だ
け
で
な
く
、
莫
大
な
損
害
賠
償
請
求
を
受
け
る

可
能
性
も
あ
る
の
で
す
。

　
�　

企
業
不
祥
事
が
マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ
す
度
に
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
重
視
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
ま
す
。
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
重
視
と
い
う
こ
と
は
、
か
な
り
以
前
か
ら
叫

ば
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
企
業
不
祥
事
が
後
を

絶
た
な
い
の
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が
わ
が
国
の
企

業
風
土
に
根
付
い
て
い
な
い
こ
と
の
現
れ
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

�　

特
に
最
近
の
不
祥
事
で
特
徴
的
な
こ
と
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
発
展
に
よ
り
、
情
報
が
あ
っ
と
い
う
間
に
拡

散
し
て
し
ま
う
と
い
う
事
で
す
。
企
業
に
と
っ
て
、
負

の
イ
メ
ー
ジ
が
瞬
く
間
に
広
が
り
、
致
命
的
な
信
用
失

墜
に
繋
が
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
怖
い
点
で
す
。
主
に

消
費
者
の
皆
さ
ん
を
相
手
に
商
売
を
し
て
い
る
よ
う
な

企
業
で
す
と
、
会
社
の
存
続
に
関
わ
る
よ
う
な
重
大
問

題
に
至
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

二
　
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止

　

�　

で
は
、
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
に
は
ど
う

し
た
ら
良
い
で
し
ょ
う
か
。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
重
視

と
い
く
ら
口
で
叫
ん
で
も
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。
経
営

者
の
皆
さ
ん
自
身
が
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
重
視
と
い
う

こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
を
具
体
的
に
理
解
し
、
実

践
す
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

�　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
背
景
に
は
、
企
業
の
社
会
的
責

任
、
す
な
わ
ち
、
企
業
は
利
益
を
追
求
す
る
だ
け
で
な

く
そ
の
活
動
が
社
会
に
与
え
る
影
響
に
責
任
を
持
ち
、
あ

ら
ゆ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
（
利
害
関
係
者
、
消
費
者
、

投
資
家
、
社
会
全
体
）
か
ら
の
要
求
に
対
し
て
適
切
な

意
思
決
定
を
す
る
こ
と
、
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。

経
営
者
の
皆
さ
ん
が
普
段
の
会
社
経
営
に
あ
た
り
、
こ

の
よ
う
な
観
点
を
常
に
意
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ト

ラ
ブ
ル
を
防
止
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
重
視
は
、
会
社
に
対
す
る
取
引
先

や
消
費
者
か
ら
の
信
頼
・
信
用
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

企
業
の
ブ
ラ
ン
ド
を
守
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

会
社
の
発
展
を
来
た
し
、
従
業
員
の
雇
用
を
守
り
ま
す
。

ま
た
、
違
法
・
不
正
行
為
に
よ
る
被
害
者
を
出
さ
な
い

こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
を
守
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

�　

経
営
者
の
皆
さ
ん
が
こ
の
よ
う
な
意
識
を
持
ち
、
仮
に

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
遇
し
た
場
合
に
は
、「
事
な
か
れ
主
義
」

で
は
な
く
被
害
の
浅
い
う
ち
に
適
切
な
対
処
を
し
て
頂

く
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

ONE POINT ADVICE

法律

企
業
ト
ラ
ブ
ル
と

　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

弁
護
士　
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佐
久
市
望
月
で
、
飲
食
店
を
営
ん
で
お
り
ま

す
。
ふ
じ
た
食
堂
二
代
目
店
主
の
藤
田
秀
信
と

申
し
ま
す
。
現
在
、
佐
久
市
望
月
商
工
会
に
て

商
業
部
会
長
を
拝
命
し
二
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

活
発
な
商
工
会
活
動
を
通
し
て
、
良
い
刺
激
を

与
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
日
々
勉
強
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
弊
社
が
望
月
に
て
営

業
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
は
じ
め
た
の
は
、
昭
和

三
十
九
年
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
。
そ
れ

ま
で
は
、
東
京
に
て
営
業
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

私
が
気
管
支
炎
を
患
い
、
こ
の
事
を
機
に
両
親

が
、
ふ
る
さ
と
望
月
に
店
を
移
し
営
業
を
開
始

し
た
そ
う
で
す
。

　

人
・
水
・
空
気
・
自
然
に
囲
ま
れ
健
康
を
取

り
戻
し
、
の
び
の
び
と
子
供
時
代
を
過
ご
し
、

の
び
の
び
と
学
生
時
代
も
過
ご
し
ま
し
た
。
学

校
卒
業
後
、
一
旦
故
郷
を
離
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
後
信
州
に
戻
り
、
飲
食
業
、
販
売
業
を
職
と

し
、
や
は
り
、
の
び
の
び
と
就
業
し
て
参
り
ま

し
た
。
…
が
、
平
成
九
年
五
月
、
先
代
で
あ
る

父
の
逝
去
を
期
に
、
二
代
目
店
主
と
な
り
ま
し

た
。

　

望
月
地
域
で
の
商
売
は
大
変
で
す
。
人
口

十
万
都
市
の
佐
久
で
す
が
、
山
間
地
域
望
月
の

人
口
は
一
万
人
程
度
、
多
く
の
同
業
者
か
ら
は
、

暇
だ
、
大
変
だ
、
営
業
は
厳
し
い
と
言
う
お
声

を
よ
く
聞
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
折
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
創
ろ
う
と
い

う
異
業
種
の
会
を
開
催
し
よ
う
と
の
お
誘
い
が

あ
り
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
研
究
会
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

農
家
・
生
産
組
合
・
直
売
所
・
調
理
師
・
製

菓
調
理
師
・
商
工
会
、
正
に
「
異
業
種
交
流
の

会
」
が
集
ま
っ
た
会
が
発
足
し
た
瞬
間
で
し
た
。

こ
の
会
が
注
目
し
た
の
が
、
望
月
地
域
に
古
く

か
ら
生
産
さ
れ
て
い
た
と
い
う「
雁
喰
い
豆（
が

ん
く
い
ま
め
）」
と
い
う
黒
豆
で
し
た
。

　

最
初
は
、
ご
く
少
量
生
産
の
こ
の
豆
を
黄
粉

（
き
な
こ
）
に
加
工
し
、団
子
に
塗
し
（
ま
ぶ
し
）、

古
文
書
に
記
載
さ
れ
て
い
た
中
山
道
望
月
宿
の

名
物
「
砂
糖
餅
」
の
名
を
リ
バ
イ
バ
ル
し
て
発

売
い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
な
か
な
か
思
う

よ
う
に
売
れ
ず
、
鳴
か
ず
飛
ば
ず
状
態
で
し
た
。

　

こ
の
状
況
を
脱
却
す
る
き
っ
か
け
を
作
っ
た

の
が
、「
こ
の
豆
は
味
噌
に
な
ら
ね
え
か
い
？
」

の
一
言
で
し
た
。
こ
こ
で
大
活
躍
し
た
の
が
、

生
産
組
合
の
お
ば
ち
ゃ
ん
達
で
し
た
。
県
の
研

究
所
か
ら
味
噌
醸
造
の
先
生
を
招
き
、
雁
喰
い

味
噌
を
完
成
さ
せ
た
の
で
し
た
。
こ
こ
か
ら
は
、

我
々
調
理
師
の
出
番
で
す
。
こ
の
味
噌
を
使
い
、

何
か
メ
ニ
ュ
ー
が
出
来
な
い
か
？
そ
こ
で
上

が
っ
た
の
が
飲
食
店
の
定
番
「
か
つ
ど
ん
」
で

し
た
。
商
品
名
は
、駒
の
里
望
月
に
因
ん
で「
駒

月
み
そ
か
つ
ど
ん
」
は
ど
う
か
？
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
商
品
作
り
の
規
約
を
作
成
し
、

他
店
の
商
品
広
告
も
お
互
い
請
け
負
う
・
商
品

名
は
統
一
・
地
産
地
消
を
出
来
る
限
り
心
が
け

る
熱
意
と
情
熱
、
技
術
の
研
鑽
に
励
む
等
、
こ

れ
に
賛
同
し
て
下
さ
る
中
山
道
界
隈
の
飲
食
店

を
1
件
1
件
回
り
、
集
ま
っ
た
10
軒
に
よ
り
、

平
成
二
十
二
年
四
月
三
日(

土)

展
開
開
始
を
目

指
し
ま
し
た
。

　

味
噌
が
仕
上
が
り
、
衛
生
検
査
を
受
け
、
各

店
の
み
そ
か
つ
ど
ん
を
持
ち
寄
り
、
更
に
お
披

露
目
の
会
、
商
工
会
、
佐
久
市
行
政
の
力
を
お

借
り
し
広
報
。

　

こ
の
お
陰
で
二
百
名
を
超
え
る
お
客
様
・
メ

デ
ィ
ア
が
会
場
を
埋
め
尽
く
し
、
華
々
し
い
デ

ビ
ュ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
「
駒
月
み
そ
か
つ
ど
ん
」
の
取
り
組
み

を
通
し
て
連
携
の
力
の
大
き
さ
を
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　

発
売
初
年
度
は
、
全
店
で
二
万
食
を
販
売
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
原
料
の
仕
入

れ
も
望
月
地
域
の
商
店
を
可
能
な
限
り
取
引
先

と
し
た
こ
と
に
よ
り
、
地
域
還
元
さ
せ
て
頂
く

こ
と
が
出
来
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
は
、
佐
久
市
内
を
は
じ
め
、
県
内
外
か

ら
多
く
の
ご
来
訪
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
よ
り
、
同
じ
雁
喰
い
味
噌
を
使

用
し
た
望
月
の
ス
イ
ー
ツ
（
和
菓
子
・
蒸
し
菓

子
）
を
駒
月
み
そ
か
つ
ど
ん
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

記
載
し
、
各
店
・
商
工
会
館
・
市
役
所
等
で
配

布
し
て
お
り
ま
す
。

　

更
に
一
昨
年
よ
り
、
生
産
組
合
の
醸
造
す
る

黄
色
大
豆
を
使
用
し
た
「
駒
月
田
舎
味
噌
」
を

毎
年
十
一
月
よ
り
、
望
月
地
域
の
様
々
な
お
店

で
販
売
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
田
舎
味
噌
も
毎
年
春
先
に
は
売
切
れ
て

し
ま
う
商
品
に
育
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

地
産
地
消
・
農
商
工
連
携
は
、
即
ち
、
地
域

や
人
の
連
携
だ
な
あ
と
、
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま

す
。
現
在
は
地
域
ブ
ラ
ン
ド
研
究
会
の
会
長
職

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
居
り
ま
す
が
、

常
々
感
じ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
思
い
を
ぶ
つ

け
合
え
る
仲
間
、
情
熱
を
語
り
合
え
る
仲
間
、

先
輩
方
、
事
務
方
の
居
る
佐
久
市
望
月
商
工
会

は
楽
し
い
！

　

こ
れ
か
ら
も
学
び
、
拝
命
し
た
役
職
を
務
め

つ
つ
、
家
業
に
邁
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ご
拝
読
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

農
商
連
携
と
ご
当
地
ぐ
る
め

〜
駒
月
み
そ
カ
ツ
丼
・
食
に
よ
る

　
　
　
　
地
域
活
性
化
を
め
ざ
す
〜

「この人に注目」をシリーズで毎号掲載しています。商工会地域内で頑張っておられる方をご紹介ください。
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佐久市望月商工会　商業部会長
ふじた食堂

店主　藤田　秀信　氏
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こ
の
人
に
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▶�事業所得等を有する白色申告の方に対する現行の記帳・帳簿等の保存制度について、平
成26年１月から対象となる方が拡大されます。

　※�現行の記帳・帳簿等の保存制度の対象者は、白色申告の方のうち前々年あるいは前年分の事業所得等の
金額が300万円を超える方です。

◎対象となる方
　　事業所得、不動産所得又は山林所得を生ずべき業務を行う全ての方です。
　※所得税の申告が必要ない方も、記帳・帳簿等の保存制度の対象となります。
◎記帳する内容
　�　売上げなどの収入金額、仕入れや経費に関する事項について、取引の年月日、売上先・仕入先その他の
相手方の名称、金額、日々の売上げ・仕入れ・経費の金額等を帳簿に記載します。
　�　記帳に当たっては、一つ一つの取引ごとではなく日々の合計金額をまとめて記載するなど、簡易な方法
で記載してもよいことになっています。

◎帳簿等の保存
　�　収入金額や必要経費を記載した帳簿のほか、取引に伴って作成した帳簿や受け取った請求書・領収書な
どの書類を保存する必要があります。

（上記記事は、長野税務署の提供によるものです。）

　

消
費
税
率
は
平
成
26
年
４
月
１
日
に
８
％
と
な
る
こ
と
が
決
定

し
、
平
成
27
年
10
月
１
日
に
10
％
と
な
る
予
定
で
す
。

　

商
工
会
で
は
、
消
費
税
転
嫁
対
策
窓
口
相
談
等
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
消
費
税
の
二
段
階
に
わ
た
る
引
上
げ
や
制
度
変
更
の

円
滑
な
実
施
に
向
け
て
、
講
習
会
の
開
催
や
相
談
窓
口
の
設
置
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
に
よ
る
周
知
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
中
小
企

業
者
、
小
規
模
事
業
者
が
円
滑
か
つ
適
正
に
消
費
税
を
転
嫁
で
き

る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
制
度
変
更
並
び
に
経
営
強
化
を
テ
ー
マ
に
事
業

者
へ
の
講
習
会
を
、
県
下
商
工
会
で
税
理
士
等
を
講
師
と
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
参
加
を
御
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
消
費
税
転
嫁
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
た
め
の
経
営
基
盤

強
化
（
経
理・税
務・

経
営
革
新
・
新
商
品

開
発
・
雇
用
労
務
・

販
路
開
拓
・
Ｉ
Ｔ
活

用
等
）
を
図
る
た
め
、

税
理
士
や
中
小
企
業

診
断
士
等
の
専
門
家

派
遣
に
よ
る
無
料
個

別
相
談
も
行
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、

商
工
会
が
窓
口
と
な

り
ま
す
の
で
、
利
用

に
つ
い
て
は
、
商
工

会
の
経
営
指
導
員
に

ご
相
談
下
さ
い
。

平成26年１月から記帳・帳簿等の保存が必要になります！
（税務署からのお知らせ）

消
費
税
転
嫁
対
策
窓
口
相
談
等
事
業

消費税の相談は

商工会へGo!

MESSAGE BOARD

　記帳・帳簿等の保存制度の詳細は、国税庁ホームページ(http://www.nta.go.jp)の「個人で事業を行っている方の帳簿の記載・
記録の保存について」をご覧ください。

【記帳のポイント】
１�　収入金額は「売上」と「雑収入等」に区分し、必要経費については「仕入」と「経費」に区分して記載します。
２�　さらに、「経費」は、「給料賃金」、「外注工賃」、「貸倒金」、「地代家賃」、「利子割引料」及び「その他の経費」
に区分して記載します。
３�　「掛売上（又は掛仕入）」については、年末に「売掛金（又は買掛金）」の残高を記載する必要があります。



　

信
濃
町
は
、
上
信
越
高
原
国
立
公
園
の
一

部
に
位
置
し
、
雄
大
な
北
信
五
岳
の
山
並
み

と
高
原
に
囲
ま
れ
た
湖
で
あ
る
野
尻
湖
や
、

黒
姫
山
麗
に
広
が
る
黒
姫
高
原
な
ど
四
季

折
々
の
姿
を
み
せ
る
優
れ
た
自
然
環
境
の
中

に
あ
り
ま
す
。
霧
下
蕎
麦
（
信
濃
町
で
採
れ

る
蕎
麦
の
総
称
）
や
、
と
う
も
ろ
こ
し
を
は

じ
め
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
大
根
、
ト
マ
ト
な
ど
の

高
原
野
菜
は
、
こ
の
地
域
独
特
の
生
育
時
期

に
昼
夜
の
温
度
差
が
激
し
く
な
る
霧
下
気
候

に
よ
る
農
産
物
で
す
。
他
に
も
、
大
正
時
代

か
ら
国
際
的
な
リ
ゾ
ー
ト
地
で
あ
っ
た
こ
と

を
思
わ
せ
る
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
や
ル
バ
ー
ブ
、

ま
た
豊
か
な
自
然
の
恵
み
と
し
て
、
根
曲
り

竹
や
山
菜
が
自
生
し
、野
尻
湖
で
は
、う
な
ぎ
、

ワ
カ
サ
ギ
な
ど
、
地
元
の
住
民
や
観
光
客
に

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
癒
し
の
森
、

野
尻
湖
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
博
物
館
、
一
茶
旧
宅
、

一
茶
記
念
館
、
黒
姫
童
話
館
、
４
５
０
年
続

く
信
州
鎌
な
ど
の
信
州
打
ち
刃
物
と
い
っ
た

歴
史
的
・
文
化
的
観
光
資
源
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

　

長
野
や
信
州
、
信
濃
の
国
と
い
う
言
葉
か

ら
連
想
さ
れ
る
多
く
の
イ
メ
ー
ジ
が
こ
の
信

濃
町
の
イ
メ
ー
ジ
に
重
な
り
ま
す
。

　

信
濃
町
の
人
口
は
、
平
成
7
年
の

１
１
、３
５
５
人
を
ピ
ー
ク
に
年
々
減
少
傾

向
に
あ
り
、
現
在
９
、５
０
０
人
を
切
っ
て

い
ま
す
。
特
に
気
掛
り
な
の
は
、
20
歳
代
か

ら
60
歳
代
の
年
齢
層
の
減
少
が
多
く
、
平
成

31
年
の
将
来
推
計
人
口
は
８
、

３
５
０
人
と
な
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
人
々
が
こ
の

町
に
暮
ら
し
、
生
活
を
し
て
い

く
に
は
、
自
然
環
境
を
活
か
し

た
産
業
構
造
の
構
築
と
と
も
に
、

町
人
口
・
交
流
人
口
の
増
加
や

地
産
地
消
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
自
分
た
ち
の
住
む
町
に
自

信
を
も
て
る
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
が
重
要
で
す
。

　

信
濃
町
商
工
会
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら

農
商
工
漁
林
業
の
連
携
に
よ
り
、
信
濃
町
の

情
報
発
信
と
町
全
体
の
活
性
化
を
創
出
す
る

「
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
の
応
援
隊
事
業
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
は
、
日
本
を
代
表
す
る
氷

河
時
代
の
ゾ
ウ
で
、
お
よ
そ
40
万
年
前
か
ら

生
息
し
て
い
て
、
お
よ
そ
２
万
年
前
に
衰
滅

し
ま
し
た
。
野
尻
湖
畔
で
は
、
１
９
６
２
年

3
月
か
ら
、
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

専
門
家
だ
け
で
な
く
、
全
国
各
地
か
ら
集

ま
っ
た
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
、
多
く
の
方

の
参
加
や
協
力
で
行
わ
れ
、
冬
の
風
物
詩
と

な
っ
て
い
ま
す
。
沢
山
の
化
石
や
石
器
が
発

見
さ
れ
、
野
尻
湖
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
博
物
館
に

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

事
業
名
の
「
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
」
に
は
、「
ナ

ウ
」
は
今
、「
マ
ン
」
は
人
、「
ゾ
ウ
」
は
増

や
す
、
応
援
す
る
人
・
交
流
す
る
人
を
増
や

す
意
味
を
込
め
て
い
ま
す
。

　

主
に
、
野
尻
湖
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
や

一
茶
生
誕
２
５
０
年
夏
ま
つ
り
な
ど
イ
ベ
ン

ト
会
場
で
の
特
産
品
販
売
事
業
や
起
業
等
人

材
育
成
事
業
（
起
業
塾
）・
Ｔ
ｈ
ｅ
野
尻
湖

船
コ
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、東
京
都
板
橋
区
の
「
ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー

ド
大
山
商
店
街
」
や
千
葉
県
流
山
市
・
石
川

県
白
山
市
で
も
特
産
品
販
売
を
行
い
、
信
濃

町
の
情
報
を
発
信
し
、
都
市
と
の
交
流
を
深

め
て
い
ま
す
。
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ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
の
応
援
隊

　
　
　
　
に
よ
る
地
域
振
興

Vol.7
信濃町商工会

ナウマンゾウの模型（野尻湖ナウマンゾウ博物館）

野尻湖畔から黒姫山を望む
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お申込みはご加入の商工会まで
＊「病気」の補償は「けが」の補償に加入されている方のみがお申込みいただけます。

全国商工会会員福祉共済

あなたも家族もまるごと守る！ 頼れる補償の

商工会の福祉共済

「病気」の
 補 償＊

トータル
「がん」補償

「けが」の
補 償

商工会会員
10万人以上の方に
ご利用いただいて

います

シンプル「がん」補償がスタートしました!

 信州匠選  選定品のご紹介
　本会が行う信州匠選事業は、県内でとれる産物を使った商品を特産品として販売・消
費することにより、地域活性化を推進することを目的として、長野県産の材料を30％
以上使ったものだけを認定しています。

信州匠選URL：http://www.nagano-sci.or.jp/takumisen/

■ブルーベリーのシロップ漬
　四季の味蔵軽井沢産ブルーベリーのシロップ漬で
す。添加物を一切使っていません。 ヨーグルトやアイ
スのトッピングなどにピッタリです。

〒389-0207　北佐久郡御代田町馬瀬口2090
TEL0267-32-2233　URL http://www.ajikura.com/

西軽井沢物産株式会社
〒385-0052　佐久市原123

TEL0267-62-0225

小平製麺株式会社

■そば切り（本生そば）
　信州産の玄そばの風味をそこなわないよう石うす
挽きしたそば粉で打った、そば通にお推めできる本
生【そば切り】です。


